






























 

 昨年,宮崎県における,母子緊急医療の実態について,主として県立宮崎病院

及びその所在地の宮崎市とその周辺地区を中心として述べたが,本年度は,県内

各官公立病院の協力がえられたので,今回は県内全般にわたっての母子救急医

療について述べることにする。 

 そのうち,本編は主として,低出生体重児(以下低体児)及び 2,500g 以上のハ

イリスク新生児の救急医療の実態について述べる。 


